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「エネルギーの Well-being」への原子力学会の「知」の貢献 
Contribution of "knowledge" of the Atomic Energy Society of Japan to "Energy Well-being" 

（2）日本の原子力発電についていま考えること:学会外の視点から 

(2) What I think now about nuclear power generation in Japan: from an external perspective 
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1. 「311 後」の日本 

2011 年の東京電力福島第一原子力発電所の事故から、11 年の時が過ぎた。その事故処理への対応は今日ま

で、絶えることなく続いている。避難者も、事故直後と比べればかなり減ったものの、今年 1 月の数字で２

万 7 千の人々が依然として故郷に戻れずにいる。事故は、いまだ解決していない。あの事故を「歴史的事実」

として捉えることができる段階に、私たちはまだ至っていないのだ。 
しかし、社会的にこの事故のことが語られる機会は、とても少なくなった。昨年の「10 年目」という節目

にあっても、社会的な注目は決して大きかったとはいえないだろう。それはなぜだろうか。 
2. 事故の「否認」 

一つには、世界が COVID-19 というとてつもないリスクに見舞われたことが影響しているだろう。2022 年

2 月上旬の段階で、全世界で合計４億人が感染、死者は 576 万人にのぼり、この病気のために一日に 1 万人

以上が亡くなることもしばしばである。 
言うまでもなく、社会経済的なリソースや政治的なアジェンダは、有限である。従って一つの問題が席巻

すれば、他の問題への関心は低下し、対応はおろそかになる。人間の認知そのものも、同じような性質を持

っている。この 2 年間は確かに、原子力についての議論は、コロナの陰に隠れていたのは間違いない。 
しかし、問題はそれだけだろうか。COVID-19 以前から、事故への関心は薄くなっていたのではないだろう

か。そもそも、この社会は総体として、あの事故を直視し、向きあってきたといえるのか。直感的な言い方

で恐縮だが、事故直後から一年ほどの時期を除けば、この社会は、事故が起きたこと自体を否認しようとし

てきたように見えるのだ。ここで言う「否認」とは、フロイトが心の防衛機制として語ったそれであり、圧

倒的な事実が目の前にありながら、そのことを認めない態度のことを指す。ただし、ここで指摘したいのは、

個人としてではなく、集合的に事故そのものを否認しているようにも見える、ということである。 

3. エネルギー問題の難しさ 

このことは、この社会が結局のところ、原子力発電という技術を今後、どうするつもりなのか、という根

本的な議論を進める上で、大きな障害になるだろう。しかし、原子力という技術は、非常に重大なテクノロ

ジーであり、当然ながら「そっとしておけば、いずれどうにかなる」という類いの問題ではない。また逆に、

関係者が奮闘すれば解決できるというものでもない。それは技術的かつ政治的であるのみならず、共同体的

であり、また歴史的な問題なのである。従って本来的に、社会全体の議論を避けては通れないのだ。 
だがさらにいえば、人類社会は適切にエネルギー問題と向き合えてきたのか、ということも考えなくては

なるまい。実は、エネルギーに関する議論は、日本以外でも、しばしば認識がねじ曲がり、理性的な議論が

阻害されるケースが散見される。エネルギーを巡る困難は、日本だけが抱える「十字架」ではないのだ。 
そこで本発表ではこのような、エネルギー問題に伴いがちな「歪み」について確認してみたい。それは専

門家ならば免れるというものではないし、素人の「常識」が正しいというわけでもない。このような私たち

自身の精神のあり方を自覚することが、社会的な議論を進めるためのなんらかのヒントになれば幸いである。 
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